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橋の概要
路  線  名　三陸沿岸道路 / 三陸縦貫自動車道 
道路規格　第１種　第３級（B活荷重） 
設計速度　V=80ｋｍ/ｈ 
橋梁形式　3径間連続鋼斜張橋 
橋　　長　680ｍ（小々汐地区：346ｍ） 
支  間  長　157.8ｍ + 360ｍ + 157.8ｍ 
総  幅  員　15.2ｍ 
架設工法　(主塔) 大型起重機船による大ブロック架設
 　(主桁) バランシング直下吊架設

完成イメージ

側径間　支間長：157.8ｍ

50mプール
11杯分

橋台・橋脚の
コンクリート体積
約12,500㎥

大島汽船フェリー
約40隻分

本橋の鋼材の重さ
約8,300トン

主塔高さ
115m（海面から）

ビル 30階分

気仙沼湾横断橋の規模

 「国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所
   復興道路国道 45 号三陸沿岸道路気仙沼道路（仮称）気仙沼湾横断橋」パンフレットより

主な特徴
●地元の声や有識者の知見をもとに計画を進めました。

●東日本大震災クラスの地震や津波に負けない設計
をしています。

●大型の台風などへの安全性、耐風性を確保しています。

●完成後の維持管理に配慮し、設計しています。

● 橋の形状や色彩は、景観との調和に配慮しています。

朝日埠頭から望む
（夜間ライトアップイメージ）橋 面

　　
①腐食しやすい部位への防錆対策

中段部　航空障害灯
（分離型）

塔頂部　航空障害灯
（一体型）

③ケーブル架設と押込み装置

②ケーブルの制振対策
面 工 行 力

力

④点検用設備

⑤その他特殊設備

本工事で用いられる主な特殊技術・装置

国道45号 気仙沼湾横断橋 小々汐地区上部工工事
主桁・ケーブル架設編

三陸沿岸道路をつなぐ橋
Sanriku expressway Kesennuma Bay Bridge

塔頂部　航空障害灯
（一体型）

中段部　航空障害灯
（分離型）

P12

H.W.L ▽1.090

塔頂部　航空障害灯
（一体型）

中段部　航空障害灯
（分離型）
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海上での高難度作業

2

高い技術力のみせどころ

3

日本国内で唯一施工中の橋梁形式

1

　

A2

斜張橋について

●斜張橋の構造

●斜張橋の利点

●斜張橋の適用範囲
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⑥起重機船による主桁架設

工場製作の流れ

主桁架設

①主塔下段吊上げ

②主塔下段連結

主塔架設

3,000t吊起重機船「富士」下段ブロック重量：約850t/約65m

上段ブロック重量：約400t/約35m

600t吊起重機船「宏栄号」

主桁ブロック重量：約150t

⑦エレクションガーダーによる
　主桁吊上げ架設

Sanriku expressway Kesennuma Bay Bridge

移動防護工
主桁ブロック同士を連結させるための
作業である溶接やボルト締めのための
移動式足場。また海への落下物も防ぐ。
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⑩左右交互にバランシング架設
　（上記⑦～⑨繰返し）

⑨ケーブルの張力により
　主桁を支持

工事用エレベーター
（昇降設備）
桟橋上から主桁上に職人さんや
資機材を運ぶための工事用の
エレベータ。
最大１５人程度まで乗れる。

仮桟橋
岸壁から職人さんを移送するため
の交通船を停めるための設備。
桟橋上には休憩や打合せのため
の事務所もある。

タワークレーン
主塔にケーブルを取り付けたり、
資機材の桁上への荷取りに使用
するクレーン。

エレクションガーダー
台船で運ばれてきた主桁ブロック
を海上から連結位置まで吊り上げ
るための設備。油圧ジャッキを使用。

斜ベント
600ｔ吊起重機船により
架設する主桁 4ブロック
分を支持するための設備。

⑧ケーブル押込み装置にセット

⑥ブロック組立 ⑦ブロック溶接 ⑧塗装⑤パネル組立

②ＮＣ罫書き ③切断 ④孔明け①材料検査

⑨仮組立・地組立状況 ⑩浜出し状況

ケーブル押込み装置
主桁を支持するための斜材
ケーブルを桁内部に押込んで固定し、
張力調整するための装置。

⑤架設用機材(斜ベント等)の設置斜ベント重量：約222t

⑪最終ブロックの併合

⑫架設完了

③主塔上段吊上げ

④主塔上段連結

www.oudankyo-kogoshio.com


